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概 略
EL(Ele ctr oLu mln e s c e n c e) は電極か ら注入された電子と正孔の再結合に よる発光を利用するも
ので あり, 自発光型で あるため視野角依存性がない , 低電圧で駆動, 面発光であるため薄型化 が可
能など多く の優れた性質を持 ち次世代の表示用デバイ ス として開発が進ん で い る｡ しか しながらま
だ開発途上 のデバ イ ス で あり, 新材料の 開発が望まれて い る｡
有機化合物 には, 共役7t電子系を有する分子が多く知 られており, すで に色素や導電性材料と し
て広く用 いられて い る｡ 有機合成の手法 を用 いて構造を容易に修飾するこ とが でき, 様々 な性能(電
千/正孔輸送の た め の適切なイオ ン化ポテ ン シ ャ ル と電子親和力, 吸収/発光波長など) を持 つ 分
子が得られ る｡ また, 分子量の 小さいもの 】 溶媒 - の溶解度が高い ものが 多く, 様々 な薄膜形成法
を利用するこ とができる｡
有機EL材料では , 目的とす る性質を有す る共役系化合物に対 して, それぞれ の特性を最適化する
ため, ある い は素子自体の 耐久性 の 向上や素子作成に適した材料にするため の様々 な化学修飾が行
われ る｡ これまでも多く の共役系化合物が検討されて来て いるが, なお 一 層の発展 の為に新たな基
本骨格となる化合物が探索されて い る｡
本プ ロ ジ ェ ク トの方針と しては , これまで研究して来た化合物 を有機EL材料の それぞれの素子の
設計に当て はめて考える事を基本とする｡ 適用可能な材料と して は, 蛍光発光材料, 正孔輸送材料,
燐光発光材料で ある｡ それぞれ の分子が単独で 性質を示すもの もあるが, 多く の場合複数の性能を
かねそろえたも ので あり, また, 正孔/ 電子輸送性能は素子化におい て要求され る性能でもある｡
(1) 新規な7r電子系化合物を配位子とする遷移金属錯体の創出
架橋[10]ア ヌ レ ン化合物は ,-7T電子 の共役 に必要な平面性 を保ちながら, 置換に より柔軟に構造
が変化す る特徴がある｡ また架橋部分の両側 を別 々 に修飾するこ とに より多官能基化, 高分子化 を
達成する こ とができ ると考えられ る｡ これ らの こ とか ら, ベ ン ゼ ン系化合物に代わる材料と して期
待されて い る｡ 多く の誘導体が可視光線を吸収 し, また蛍光発光性を有する｡ 紫外可視, 蛍光ス ペ
ク トル により, 置換基の修飾に よる電子状態の変化に つ い て検討を行う｡
正孔輸送材料, 蛍光発光材料と して用 い られて い るフタ ロ シア ニ ン化合物は, 適当な金属塩 の存
在下, フ タ ロ ジ ニ トリル か ら1段階で高収率で合成する方法が知られて い る｡ その方法を参考に し
て , 架橋[1 0]アヌ レ ン を有するフ タ ロ シ ア ニ ン形分子 の合成を行っ た｡
生成した物質は フ タ ロ シア ニ ン誘導体と同様に極めて難容性で あっ た ｡ 紫外可視ス ペ クトル を測
定したとこ ろ, フ タ ロ シア ニ ン に類似 した位置に特徴的なピ ー クが観測された｡
現在はさらに効率の 良い合成法の開発 , 金属原子に よる吸収帯の変化 の検討を行 っ て い る｡
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(2) ホウ素含有7r電子系化合物
ホウ素含有7T電子系化合物は , 電子受容能を持 つ ホ ウ素を有する特徴的な有機化合物であり, 特
に トリフ ェ ニ ル ポラ ンを基本骨格と した化合物が , 蛍光発光材料と して有望視されて い る｡ これま
で合成 した共役系ホ ウ素化合物 では, 蛍光量子収率がo. o 5から0. 2と高く, 溶液中, ある いは 固体
薄層中で輝度の高い青色発光が得られて い る｡
安定化 - の試みと してはLe wls酸性を有するホ ウ素原子に対 して , ビリジン , ピ ロ リジンな どの
Lewls塩基を分子間ある い は分子内で配位させ る方法を検討 して い る｡ ホ ウ素原子 の有する空軌道
が発光に関与 して い る場合には , Le wls錯体の形成に伴い蛍光発光強度の低下が認 められ るが, 共
役系 - の修飾, ある い は用 い るア ミ ン (Le wis塩基) との組み合わせに より , 発光効率があまり低
下 しない 系をいく つ か見 いだ して い る｡
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